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出典傷寒論 ：太陽病、陽明病、蕨陰病

金匿要略：嘔吐囃下痢病

条文太陽病中編

01 発汗、吐下の後、虚煩、眠るを得ず、もし劇しき者は、必ず反覆てん倒、心中襖濃す、

桓子鼓湯これを主る。もし少気の者は、栖子甘草鼓湯之を主る。もし嘔する者は、

桓子生姜鼓湯之を主る。

02 発汗若しくは之を下し、しかして煩熱し、胸中窒る者は、桓子鼓湯之を主る。傷寒五六日、

大いに之を下して後、未熱去らず、心中結痛の者は、未だ解せんと欲せざるなり、

栃子鼓湯之を主る。

陽明病

03 陽明病、脈浮にして緊、咽燥き、口苦く、腹満して喘し、発熱汗出で、悪寒せず、反って
悪熱し、身重し。もし汗を発すれば則ち躁しく、心かいかいとして反って譜語す。

もし温針加うれば、必ずじゅつてき、煩躁して、眠るを得ず。もし之を下せば

則ち胃中空虚、客気隔を動かし、心中襖懐、舌上胎の者は梃子鼓湯之を主る。

もし渇して飲まんと欲し、口乾舌燥の者は、白虎加人参湯之を主る。もし渇して水を

飲まんと欲し、小便不利の者は、猪苓湯之を主る。

04 陽明病、之を下し、其の外熱有り、手足温、心中襖懐、飢えて食する能わず、
ただ頭汗出ずる者は、梃子鼓湯之を主る。

蕨陰病

05 下痢の後、さらに煩し、之を按じて心下濡の者は、虚煩をなすなり、梧子鼓湯に宜し。
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06 下痢の後、さらに煩し、之を按じて心下濡の者は、虚煩となすなり、桓子鼓湯之を主る。

処方構成山桓子 3 、香鼓 4

山桓子 ：清熱潟火、涼血解毒

〇 心煩を主治し、身熱、発黄を兼治す。 （薬徴）

〇 味苦寒。胸心大小腸の大熱、心中煩悶を療し、小便を通じ、五種の黄病を解し、

病を治し、労復を起こす。よく熱を解し、煩を除く。その性軽へう、大黄の質

実苦寒の比にあらず。これをもって、その主る所多く汗吐下もしくは労復の後

にあり。 （古方薬議）

香鼓 ：解表、除煩

〇 心中襖悽を主治し、心中結痛及び心中満して煩するを兼治する。 （薬徴）

〇 味苦寒。煩躁、満悶を主り、気を下し、中を調へ、毒薬に中るを治し、並びに

犬咬を治す。気味香美にしてしかして濃、よく胸中に滞れんし、もって煩満襖

懐を除く。故に、しし諸湯、ことにこのものを配してもって掃胸の績を奏する

なり。 （古方薬議）

煎じ方：桓子鼓湯

右二味、水 4 升をもって、まず梧子を煮て、二升半を得、鼓をいれ煮て一升半を取り、かす

を去り、分かちて二服と為し、一服を温進す。吐を得る者は、後服を止む。










